
● 特集で紹介されていた神奈川県海老名市立今泉小学校の
記事を読み、インクルーシブ教育の一環として「自由進度
学習」を実践していることに、感銘を受けました。児童一
人ひとりの学習状況や思考状況を把握するのはとても難し
いと考えていましたが、教員１人では困難だとしても、組
織的に行えば実現可能であることを感じられる実践でし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大分県）

● 特集の東京都渋谷区立広尾小学校の進藤大介先生による
「自由進度学習」の記事を読み、授業準備や子どもの見取
りとともに、学級経営の素晴らしさを感じました。「学ぶ
姿をイメージして学習材を練り直す」といった考え方も、
授業づくりができたら終わりではなく、その都度修正しな
がら、より子どもの実態に合った内容にする配慮がなされ
ていました。これからの授業づくりの指針となると思いま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北海道）

● 特集の神奈川県横須賀市立長沢中学校の事例では、教科
リーダーを決めて生徒が設定した個別の課題を大切にする
授業を行い、それによって当該教科の授業のみならず、学
校全体の活動に大きく影響している点がとても印象的でし
た。中学校では教員が指導計画を立て、教員主導で行う授
業が多い中で、この記事には今後の授業改善に向けたヒン
トが多くあったように思います。　　　　　　　　（富山県）

● 特集では、上智大学の奈須正裕教授が「個別最適な学び」
と「協働的な学び」は互恵関係にあると解説されており、
納得できました。また、３校の事例から得られるヒントが
具体的で分かりやすく、「個別最適な学び」のイメージを
つかむことができました。　　　　　　　　　　　（山口県）

●特別企画の提言を読み、どの地域・規模の学校にも一定
数のヤングケアラーが存在することを知りました。児童生
徒と直接触れ合う機会が多い教員こそ、児童生徒のちょっ

とした言動の変化に気づき、それを集約・共有する支援体
制をつくっていくことが重要であると、再認識できました。
東京都江戸川区の取り組みでは、ヤングケアラーの可能性
のある生徒に行う２回目の面談で、生徒が最も話しやすい
教員を指名できるのも、配慮された方法であると感じまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都）

●かつて家庭環境を把握する方法には家庭環境調査票や家
庭訪問がありましたが、個人情報保護の観点から簡略化さ
れ、学校と家庭との関係が希薄化しています。教育には子
ども・保護者と教員との信頼関係が不可欠です。ヤングケ
アラーに焦点をあてた特別企画の記事を読み、地域のコ
ミュニティーが喪失しつつある現代社会において、教員が
アンテナの精度を保つためにも、行政との連携が求められ
ると思いました。　　　　　　　　　　　　　　　（千葉県）

●連載「Leader’s View」の記事を読み、大阪府大阪狭
さ

山
やま

市では、公立のみならず、民間の保育所や幼稚園を含めて
校種間連携がなされている点が素晴らしいと感じました。
それと同時に、本来必要である公立・私立間の協働ができ
ていない現状に、ハッとさせられました。　　　　（福岡県）

●連載「データで教育を読む」の記事を読み、他地域と比
べて本地域のＩＣＴ活用が進んでいないことに危機感を抱
きました。進んでいる地域との格差が広がっているのでは
ないかと感じています。　　　　　　　　　　　　（山形県）

●地域の資源を学習に活用したい時には、地域と学校をつ
なぐコーディネーターの役割が重要で、支援を求めること
が多くあります。連載「教委がつなぐ地域と学校」で紹介
されていた神奈川県横浜市教育委員会では、そういった
コーディネーターを、目的を定めて養成しようとしている
ことに感心しました。　　　　　　　　　　　　　（岩手県）

※次号 Vol.2 の発刊は、2024 年 11 月を予定しています。
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特集の取材で、八王子市立高尾山学園を訪問しました。プレ

イルームだけでなく、どの教室にも児童生徒用の机４つ分く

らいの大きさの、作成中のジグソーパズルが置かれていまし

た。校長先生曰く、「子どもが最も成長するのは、友だちと協

力して物事をやり遂げた時」とのこと。１ピースの凹凸は、

ほかのピースの凸凹と必ず組み合わさる。教室のジグソーパ

ズルは協働・共創の象徴のように見えました。（齋藤）
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